
1　事業の概要

①　成果目標（H28)

②　事業内容

　一般財源

　県　債

　国庫支出金

　その他

 決　　算　　額（B）

 職員数（人）

 概算人件費 （Ｃ）

概　算
人件費

0.50 0.50

0 0 4,129

要求からの主な変更点
アスリート就職支援事業については、必要性を考慮し、県外大学へのＰＲ経費（印刷製本費等）を計上し、アスナビ説明会開催経費
（会場使用料等）の一部を減額

指摘事項等への対応 （指摘事項等） （対応）

□監査

□決算特別委員会

□県民協働による事業改善

 概算事業費（B（A）+C） 0 0 5,240 5,136

4,129

事
 

業
 
コ
 
ス
 
ト

区　　分（単位：千円） 26年度 27年度 28要求 28予算案 成果目標の達成状況

0 0 0 0

Aの
財源

1,111 1,007

5人
合計（A) 0 0 1,111 1,007

マッチングの成
果により県内に
就職した選手数

当初予算 1,111 1,007 目標 成果 達成状況

H28 H29
目標予

算
額

前年度繰越
項目 H26末

H27末
（見込）

補正予算
ー ー

合計 0 1,111 1,007

（予算案）

アスリート就職支援事業（長野
県版「アスナビ」）

直接

・アスナビ情報サイトの開設
　国体での活躍が期待できる選手の競技成績・就職
希望条件等をWebで公開
・アスナビ説明会の開催
　(一社)長野県経営者協会支部総会に併せて開催
県内２会場
・採用可能性がある企業への個別訪問
・県外大学へのＰＲ活動

0 1,111 1,007

成果目標・
事業内容

○本県出身選手等と県内企業を対象に、長野県版「アスナビ」情報サイト（ＨＰ）の開設と「アスナビ」説明会（双方向型マッチングシステ
ム）を開催することで、アスリートが県内に就職し、現役引退後は選手の育成に関わるなど、地域スポーツの好循環を創出する環境を醸
成するとともに、スポーツによる地域の活性化にも寄与する。
○H31までに、マッチングの成果により県内に就職した選手数20名

（単位：千円）　

項目 実施方法 H28実施内容
H27 H28

（当初） （要求）

現状
（予算編成

時）

○国体で活躍できるレベルの本県出身選手の９割は、大学卒業後県内で就職して競技生活を続けることを希望しているが、その多くは県
外へ就職している状況のため、本県への就職を支援する取組が求められている。（H27.５月に県庁講堂で実施したＪＯＣ主催就職支援制
度「アスナビ」説明会にエントリーした本県内での求職希望４名（県内出身者２名+県外２名）のうち３名が県外企業に就職決定）
○アスリートを採用することに対する認識が県内企業に不足している。

県が関与
する理由

県関与の必要性あり
【左記の説明、根拠法令等】

事業範囲が複数市町村に及ぶため

県民との協働による実施： 検討中

目指す姿
県内企業を対象とする長野県版「アスナビ」の仕組みを構築することで、地域で活躍できる環境を整え地域スポーツの好循環を創出するこ
とを目指す。

人口定着・
確かな暮ら
し実現総合
戦略

信州創生の基本方針 １-４人生を楽しむことができる多様な働き方・暮らし方の創造

施策展開

４-（2）信州に根付くつながりの継承

　（ウ）文化・芸術・スポーツ活動等による地域活性化

3 スポーツの振興 実施期間 H27 ～

課・局・室 スポーツ課

総合５か年
計画

プロジェクト  E-mail sports-ka@pref.nagano.lg.jp

施策の総合的展開
7-3 生涯を通じた学びと文化・スポーツに親しむ環境づくり

事業番号 15 09 14 事業改善シート （28年度実施事業分）　　□当初要求　　■当初予算案　　□補正予算案　　　□点検

事　業　名 スポーツによる元気な信州創出事業費 担
当
課

部局 教育委員会事務局


